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※概要（Summary ）： 

我々の研究組織で開発した新規ナノファイバーの導

電率を評価するための微小電極をフォトリソグラフ

ィーにより酸化膜付シリコン基板上に作製した。ナノ

ファイバーを電極に配置する際にナノファイバーを

分散させた溶液をスプレーによって基板上に塗布す

るため、ランダムにファイバーが配置することになる。

したがって、導電性の評価が可能な配置のファイバー

を得られる確率が高くなるような電極を設計した。作

製した電極の評価をプローバによって行った。 

※実験（Experimental）： 

①使用装置 真空蒸着装置（B4） 

真空蒸着装置を用いて酸化膜付シリコン基板上に電

極となる金属を蒸着した。シリコン酸化膜との密着性

を考慮してクロムを蒸着し、クロム表面の酸化を防ぐ

ために金を十ナノメートルほど続けて蒸着した。 

②使用装置 高速マスクレス露光装置(A4) 

金属を蒸着した酸化膜付シリコン基板上にフォトレ

ジストOFPRを 500nmほどの厚さにスピンコートし、

高速マスクレス露光装置をもちいて電極の反転パタ

ーンを露光した。露光後、NMD を用いて露光部分の

フォトレジストを除去し、その後、金とクロムをエッ

チング液により除去して、電極パターンのみを残した。 

③使用装置 マニュアルプローバ(C26) 

作製した電極がナノファイバーの導電性評価をする

ために十分な抵抗値を持っているかをマニュアルプ

ローバを用いて確認した。 

 

※結果と考察（Results and Discussion）： 

作製した微小電極の基本構造は以下の図の通りであ

る。白い領域が金属部分で、黒の領域がフォトレジス

トへの露光がされることになる。金属部分のギャップ

は 10 マイクロメートルで、この部分がナノファイバ

ーによって橋渡しされた時に電流が流れることにな

る。ナノファイバーはスプレーによってランダムに基板

上に塗布されるため、ギャップ部分が長くなるような設

計にし、電極部にナノファイバーが配置される確率を高

くした。 

 

図 試作した電極の基本形状 

 

作製された電極は、おおむね設計値通りであることを光

学顕微鏡で確認しており、電極の抵抗値も十分に高いこ

とをプローバによって確認した。 

今後、ナノファイバーを塗布し、塗布したファイバーを

電子顕微鏡で観察できるか確認をし、チャージアップを

防ぐための工夫などをしていく必要がある。 
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